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学 校 だ よ り 

ＮＯ．１２０ 

                         Ｒ７． ４．２４ 

ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

早速、暗唱に挑戦！ 
＝ 校長室暗唱チャレンジ ＝ 

 課題「続けた人」を出した翌日は、中学年のチャレンジデーでしたが、 

たくさんの子どもたちが校長室を訪れて挑戦し、何と１０名（３・４年生） 

が合格しました。そして、金曜日の低学年チャレンジデーには、一人の 

１年生が挑戦し見事合格しました！ 素晴らしいチャレンジ精神ですね！ 

 

「育てる」 ・・・ 親の位置は？？？ 
  「育てる」ということを思い描く時に、私たちはつい、自分をゴールの側に 

置いてしまいます。一歩ずつこっちに向かってくる子どもをゴールで待ち構え、 

正しい道を進むように導くことが、「育てる」ことなのだと思ってしまいがちです。 

  でも、本当はそうじゃないのかもしれません。大人も子どもも、「育てる」側も「育つ」側も、 

みんな「生まれて初めて」の日々を生きています。大人は自分自身の「育つ」を終えてから子ど 

もを「育てる」ことを始めるのではありません。私たち大人も、子どもを育てながら育っています。 

人生の長い道のりの途上にいることは、大人も子どもも同じではないでしょうか。 

  そうであれば、試行錯誤もあるでしょう。失敗して悔やむことだってあるはずです。構わない 

ではありませんか。そんなの当たり前です。子育ての「正解」を見つけられない自分を責めて、 

悩み苦しんでいる親がたくさんいる時代だからこそ、あえてそう伝えたいのです。 

  人生を何度でもやり直せるのなら「正解」の数は増えるでしょう。でも、それができないから 

すべては「生まれて初めて」であり、「最初で最後」だから、生きることはちょっと切なくて、 

すごく愛おしいと思うのです。 

  私も皆さんも、今年、「生まれて初めて」の歳を過ごします。そして、子どもたちもそれぞれ 

「生まれて初めて」の歳を過ごします。２０２５年のカレンダーに、家族の「生まれて初めて」 

の日々は、どんな風に刻まれていくのでしょう。ぶつかったり、すれ違ったり、悔やんだり…。 

家族で笑い合える日が、一日でも多ければいいなと願っています。 

 

明日の授業参観・ＰＴＡ総会・全体会・学年・学級懇談会、お待ちしております！ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ き  り  と  り ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

新学期スタート       授業参観・懇談会などのハピネスなご感想をお寄せください！ 

お名前（            ） ※ 学校だよりで紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

学校だよりへのお名前掲載の可否についていずれかに〇を付けてください。（ 可 ・ 否 ） 

１年生の合格第１号です。 

おめでとう           


